
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
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健康管理データサーバに通信ネットワークを介して各種センターのサーバ、ユーザ端末
装置が接続され、該ユーザ端末装置からの行動状況データを前記健康管理データサーバが
収集して解析し、この解析結果を前記各種センターのサーバ、ユーザ端末装置に送信する
行動状況提供システムであって、
　前記ユーザ端末装置は、
　携帯電話機と、腕に装着される運動状況送信端末とからなり、
　前記運動状況送信端末は、

加速度センサ、角速度センサを備え、
　前記運動状況送信端末は、

これらのセンサのデータをサンプリングし、このサンプリングデータの周期性、大きさ
、方向、周波数から前記サンプリングデータの運動の種別を判定する手段と、

該サンプリングデータの取得時刻と前記運動の種別と前記ユーザ端末装置を有するユー
ザの識別コードと前記サンプリングデータとを含む運動状況データを、予め設定されてい
る時間で纏めて前記携帯電話機で前記健康管理データサーバに送信させる手段と

を備え、
　前記健康管理データサーバは、

前記ユーザ端末装置からの前記運動状況データが記憶される第１の記憶手段と、
　縦軸に百分率を、横軸を１日の時間軸とし、この時間軸を所定分単位で区切った複数の



　

　

　

【請求項２】
　

。
【請求項３】
　
　

　

　

　
　

　

【請求項４】
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長方形の格子領域にされた行動状況フォームが記憶された第２の記憶手段と、
　を備え、

前記携帯電話機を介して前記運動状況送信端末から送信された運動状況データを受信し
て前記第１の記憶手段に蓄積する手段と、
　前記第１の記憶手段に蓄積された運動状況データから前記所定分単位のサンプリングデ
ータを分離して抽出するデータ抽出手段と、
　前記抽出した所定単位分のサンプリングデータ中の各サンプリングデータの運動種別を
抽出する手段と、
　前記抽出した運動種別に対応するサンプリングデータがどの程度の長さの時間かを求め
る手段と、

前記長方形の格子領域の前記百分率に対して、前記抽出した運動種別に対応するサンプ
リングデータの前記求めた長さの時間の割合を求める手段と、

前記抽出した運動種別に対応するサンプリングデータの前記長さの割合を、そのデータ
の前記運動種別と共に前記第２の記憶手段に定義して前記ユーザの運動状況グラフ情報を
得る手段と、
　前記第２の記憶手段に記憶された前記運動状況グラフ情報を前記各種センターのサーバ
に送信する手段と
を有することを特徴とする行動状況提供システム。

前記所定分単位は、１５分単位にしていることを特徴とする請求項１記載の行動状況提
供システム

前記各種センターのサーバは、医療センターのサーバであり、
前記健康管理データサーバは、

　前記ユーザの識別コードとユーザの保険証番号と前記携帯電話機のアドレスとを対応さ
せて記憶すると共に、前記診断結果情報が記憶される第３の記憶手段と

を備え、
　前記健康管理データサーバは、
　前記医療センターのサーバから前記医師コード、前記ユーザの識別コード、前記診断結
果情報が送信されると、診断回数をカウントし、該カウント結果及び医師コード並びに診
断年月日、時刻を前記ユーザの識別コードと共に前記第３の記憶手段に記憶する手段と、
　同じ医師コードを有する診断結果情報の診断回数を定期的に集め、この集計した診断回
数を医療ポイント数にして前記医療センターのサーバに医師コードと共に送信する手段と
、

前記医療ポイント数を金額換算して、前記ユーザの識別コードの前記携帯電話機のアド
レス宛てで送信する手段と

を備え、
前記医療センターのサーバは、

　表示部を備え、
　前記健康管理データサーバからの前記ユーザの運動状況グラフ情報を受信して、前記表
示部に表示する手段と、

入力された前記ユーザの運動状況グラフ情報に対しての診断結果情報を前記ユーザの識
別コード、医師コードと共に前記健康管理データサーバに送信する手段と
を有することを特徴とする請求項１、２記載の行動状況提供システム。

前記ユーザ端末の携帯電話機に代えて、ケーブルＴＶ又はパーソナルコンピュータを備
え、
　前記健康管理データサーバは、前記ケーブルＴＶに対して前記診断結果情報を送信又は
前記パーソナルコンピュータに送信する手段
を有することを特徴とする請求項１、２又は３記載の行動状況提供システム



【請求項５】
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健康管理データサーバに通信ネットワークを介して医療センターのサーバ、ユーザ端末
装置が接続され、該ユーザ端末装置からの行動状況データを前記健康管理データサーバが
収集して解析し、この解析結果を前記各種センターのサーバ、ユーザ端末装置に送信する
行動状況提供システムであって、
　前記ユーザ端末装置は、
　携帯電話機と、腕に装着される運動状況送信端末とからなり、
　前記運動状況送信端末は、

加速度センサ、角速度センサを備え、
　前記運動状況送信端末は、

これらのセンサのデータをサンプリングし、このサンプリングデータの周期性、大きさ
、方向、周波数から前記サンプリングデータの運動の種別を判定する手段と、

該サンプリングデータの取得時刻と前記運動の種別と前記ユーザ端末装置を有するユー
ザの識別コードと前記サンプリングデータとを含む運動状況データを、予め設定されてい
る時間で纏めて前記携帯電話機で前記健康管理データサーバに送信させる手段と

を備え、
　前記健康管理データサーバは、

前記ユーザ端末装置からの前記運動状況データが記憶される第１の記憶手段と、
　縦軸に百分率を、横軸を１日の時間軸とし、この時間軸が１５分単位で区切った複数の
長方形の格子領域にされた行動状況フォームが記憶された第２の記憶手段と、
　前記ユーザの識別コード、医師コード、診断結果情報、前記携帯電話機のアドレスを対
応させて記憶した第３の記憶手段と、
を備え、

前記携帯電話を介して前記運動状況送信端末から送信された運動状況データを受信して
前記第１の記憶手段に蓄積する手段と、
　前記蓄積された運動状況データから１５分間分のサンプリングデータを分離して抽出す
るデータ抽出手段と、
　前記抽出した１５分間分のサンプリングデータ中の各サンプリングデータの運動種別を
抽出する行動種判定手段と、
　前記抽出した運動種別に対応するサンプリングデータがどの程度の長さの時間かを求め
る手段と、

前記長方形の格子領域の前記百分率に対して、前記抽出した運動種別に対応するサンプ
リングデータの前記求めた長さの時間の割合を求める手段と、

前記抽出した運動種別に対応するサンプリングデータの前記長さの割合を、そのデータ
の前記運動種別と共に定義して前記ユーザの運動状況グラフ情報を得る手段と、
　前記医療センターのサーバから前記医師コード、ユーザコード、前記診断結果情報が送
信されると、診断回数をカウントし、該カウント結果及び医師コード並びに診断年月日、
時刻を前記ユーザの識別コードと共に前記第３の記憶手段に記憶する手段と、
　同じ医師コードを有する診断結果情報の診断回数を定期的に集め、この集計した診断回
数を医療ポイント数にして前記医療センターのサーバに医師コードと共に送信する手段と
、

前記医療ポイント数を金額換算して、前記ユーザの識別コードの前記携帯電話機のアド
レス宛てで送信する手段と

を備え、
前記医療センターのサーバは、

　表示部と備え、
　前記健康管理サーバからの前記ユーザの運動状況グラフ情報を受信して前記表示部に表
示し、

入力された前記ユーザの運動状況グラフ情報に対しての診断結果情報を前記健康管理デ
ータサーバに送信する手段と、



　

【請求項６】
　

。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は運動状況送信端末を用いた行動状況提供システムに関し、特に運動状況送信端
末からの行動状況データを監視センターに最適な形で提供するシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年はインターネットの発達に伴い、様々な医療サービスが提供されている。
【０００３】
例えば、携帯電話とＧＰＳとを連動させてセンターが位置を把握するシステムや、温度セ
ンサと脈拍センサーとを携帯電話とを連動させて定期的にセンターに送信し、センターが
これらの情報に基づいて現在の健康状況を把握するシステムもある。
【０００４】
　このような携帯電話としては、特許文献１特開２００２－２７２４１３号に記載された
「運動センサ付き携帯電話機」が報告されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　人間の状況というのは温度、脈泊数だけではない。運動していたり、寝ていたり、休ん
で至り、激しい運動をしていたりする。
【０００６】
　このような人間の運動を携帯端末側で取得させて、所定のデータに加工して携帯側で自
分の状況がわかるように表示させると共に、センターでもこれらの状況を取得して各種監
視センターに提供するのが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、
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前記健康管理データサーバからの医療ポイント数を受信する手段と
を有することを特徴とする行動状況提供システム。

前記ユーザ端末の携帯電話機に代えて、ケーブルＴＶ又はパーソナルコンピュータを備
え、
　前記健康管理サーバは、前記ケーブルＴＶに対して前記診断結果情報を送信又は前記パ
ーソナルコンピュータに送信する手段
を有することを特徴とする請求項４記載の行動状況提供システム

健康管理データサーバに通信ネットワークを介して各種センターのサーバ、
ユーザ端末装置が接続され、該ユーザ端末装置からの行動状況データを前記健康管理デー
タサーバが収集して解析し、この解析結果を前記各種センターのサーバ、ユーザ端末装置
に送信する行動状況提供システムである。
　前記ユーザ端末装置は、
　携帯電話機と、腕に装着される運動状況送信端末とからなり、
　前記運動状況送信端末は、

加速度センサ、角速度センサを備え、
　前記運動状況送信端末は、

これらのセンサのデータをサンプリングし、このサンプリングデータの周期性、大きさ
、方向、周波数から前記サンプリングデータの運動の種別を判定する手段と、

該サンプリングデータの取得時刻と前記運動の種別と前記ユーザ端末装置を有するユー
ザの識別コードと前記サンプリングデータとを含む運動状況データを、予め設定されてい
る時間で纏めて前記携帯電話機で前記健康管理データサーバに送信させる手段と

を備える。
　前記健康管理データサーバは、
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前記ユーザ端末装置からの前記運動状況データが記憶される第１の記憶手段と、
　縦軸に百分率を、横軸を１日の時間軸とし、この時間軸を所定分単位で区切った複数の
長方形の格子領域にされた行動状況フォームが記憶された第２の記憶手段と、
　を備える。

前記携帯電話機を介して前記運動状況送信端末から送信された運動状況データを受信し
て前記第１の記憶手段に蓄積する手段と、
　前記第１の記憶手段に蓄積された運動状況データから前記所定分単位のサンプリングデ
ータを分離して抽出するデータ抽出手段と、
　前記抽出した所定単位分のサンプリングデータ中の各サンプリングデータの運動種別を
抽出する手段と、
　前記抽出した運動種別に対応するサンプリングデータがどの程度の長さの時間かを求め
る手段と、

前記長方形の格子領域の前記百分率に対して、前記抽出した運動種別に対応するサンプ
リングデータの前記求めた長さの時間の割合を求める手段と、

前記抽出した運動種別に対応するサンプリングデータの前記長さの割合を、そのデータ
の前記運動種別と共に前記第２の記憶手段に定義して前記ユーザの運動状況グラフ情報を
得る手段と、
　前記第２の記憶手段に記憶された前記運動状況グラフ情報を前記各種センターのサーバ
に送信する手段と
を備えたことを要旨とする。

健康管理データサーバに通信ネットワークを介して医療センターのサーバ、ユー
ザ端末装置が接続され、該ユーザ端末装置からの行動状況データを前記健康管理データサ
ーバが収集して解析し、この解析結果を前記各種センターのサーバ、ユーザ端末装置に送
信する行動状況提供システムである。
　前記ユーザ端末装置は、
　携帯電話機と、腕に装着される運動状況送信端末とからなり、
　前記運動状況送信端末は、

加速度センサ、角速度センサを備え、
前記運動状況送信端末は、
これらのセンサのデータをサンプリングし、このサンプリングデータの周期性、大きさ

、方向、周波数から前記サンプリングデータの運動の種別を判定する手段と、
該サンプリングデータの取得時刻と前記運動の種別と前記ユーザ端末装置を有するユー

ザの識別コードと前記サンプリングデータとを含む運動状況データを、予め設定されてい
る時間で纏めて前記携帯電話機で前記健康管理データサーバに送信させる手段と

を備える。
　前記健康管理データサーバは、

前記ユーザ端末装置からの前記運動状況データが記憶される第１の記憶手段と、
　縦軸に百分率を、横軸を１日の時間軸とし、この時間軸が１５分単位で区切った複数の
長方形の格子領域にされた行動状況フォームが記憶された第２の記憶手段と、
　前記ユーザの識別コード、医師コード、診断結果情報、前記携帯電話機のアドレスを対
応させて記憶した第３の記憶手段と、
を備え、

前記携帯電話を介して前記運動状況送信端末から送信された運動状況データを受信して
前記第１の記憶手段に蓄積する手段と、
　前記蓄積された運動状況データから１５分間分のサンプリングデータを分離して抽出す
るデータ抽出手段と、
　前記抽出した１５分間分のサンプリングデータ中の各サンプリングデータの運動種別を
抽出する行動種判定手段と、
　前記抽出した運動種別に対応するサンプリングデータがどの程度の長さの時間かを求め
る手段と、



　

　

　

　

　

　

【発明の効果】
【０００８】
　以上のように本発明によれば、センター側では使用者が現在どのような行をしているの
かを分刻みで把握することができるので、使用者にあった適切な対処情報を使用者の携帯
端末に送信することができる。
【０００９】
　また、多数の端末装置と各種監視センターのサーバとをネットワークで接続し、監視セ
ンターにおいて端末装置とのやりとりを一括管理しているので、後日において対処方法が
適切であったかを判定させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
【００１１】
（第１の実施の形態）
 図１は第１の実施の形態の運動状況送信端末を用いた行動状況提供システムの概略構成
図である。本実施の形態のシステムは、後述する運動状況送信端末１と無線アダプタ３付
きの携帯電話２とからなる端末装置１３と、健康管理データサーバ５と介護センター６（
サーバ）と、医療センター７（サーバ）と双方向のＴＶ８（ケーブルテレビ網を用いたＴ
Ｖであってもよい）とを携帯電話網１５、インターネット１７、ＣＡＴＶ網１６で接続す
るシステムである。
【００１２】
　そして、端末装置１３から定期的に送信される行動状況データＡｉを健康管理データサ
ーバ５が蓄積し、過去の蓄積データＢｉ、類似の行動状況データＣｉ（年齢、地区、行動
種類）等との比較で現在の状況を一目で把握できる所定の表示形式の運動状況データを介
護センター６又は医療センター７に提供する。
【００１３】
　また、健康管理データサーバ５は、ＣＡＴＶ網１６と接続されており、介護センター６
又は医療センター７からの判定結果、注意情報等を端末装置であるＴＶ８に送信する。こ
のＴＶ８には双方向通信を制御するインターフェース９が接続されている。また、コント
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前記長方形の格子領域の前記百分率に対して、前記抽出した運動種別に対応するサンプ
リングデータの前記求めた長さの時間の割合を求める手段と、

前記抽出した運動種別に対応するサンプリングデータの前記長さの割合を、そのデータ
の前記運動種別と共に定義して前記ユーザの運動状況グラフ情報を得る手段と、
　前記医療センターのサーバから前記医師コード、ユーザコード、前記診断結果情報が送
信されると、診断回数をカウントし、該カウント結果及び医師コード並びに診断年月日、
時刻を前記ユーザの識別コードと共に前記第３の記憶手段に記憶する手段と、
　同じ医師コードを有する診断結果情報の診断回数を定期的に集め、この集計した診断回
数を医療ポイント数にして前記医療センターのサーバに医師コードと共に送信する手段と
、

前記医療ポイント数を金額換算して、前記ユーザの識別コードの前記携帯電話機のアド
レス宛てで送信する手段と
を備える。

前記医療センターのサーバは、
　表示部と備え、
　前記健康管理サーバからの前記ユーザの運動状況グラフ情報を受信して前記表示部に表
示し、

入力された前記ユーザの運動状況グラフ情報に対しての診断結果情報を前記健康管理デ
ータサーバに送信する手段と、

前記健康管理データサーバからの医療ポイント数を受信する手段と
を備えたことを要旨とする。



ローラ１０からの指示に基づいてＴＶを制御したり、データを健康管理データサーバ５に
送信する。
【００１４】
　また、運動状況送信端末１は、図１に示すように、腕時計に似た形状であり、腕巻きバ
ンドで手首に装着される。また、運動状況送信端末１は、行動識別情報（加速度、角速度
、周波数分析の結果データ、運動の判定結果、歩数、消費エネルギー等）と歩数、歩幅、
脈泊、心拍数等を近距離無線伝送方式で定期的に携帯電話２に送信する。これらの情報を
総称して行動状況データＡｉ（識別コード付き）という。この定期的な時間は、運動状況
送信端末１毎に異なり、例えばＡの運動状況送信端末１が１０時１０分の送信とすると、
Ｂは１０時１２分という具合にされる。
【００１５】
　携帯電話２は健康管理データサーバ５のＵＲＬコードを用いて前述の運動状況情報を送
信する。
【００１６】
　健康管理データサーバ５は、行動状況データＡｉを蓄積し、過去の蓄積データＢｉ、類
似の行動状況データＣｉ等の健康判定のためのデータとの比較で現在の状況を判定する。
【００１７】
　例えば、運動状況情報の識別コードから何処の地区のユーザかを判断し、該当地区の各
ユーザの運動状況データと比較し、その比較結果を所定の形で表示することで、この地区
の他のユーザと比較でどのような状況かを判断させる。また、健康管理データサーバ５は
、ｗｅｂ機能を備えている。
【００１８】
　そして、健康管理データサーバ５は、図１に示すように、少なくとも、データ抽出部２
５と、行動種抽出部２６と、行動種比率算出部２７と、行動パターングラフ化部２８とを
備えている。
【００１９】
　データ抽出部２５は、受信した行動状況データＡｉがデータベースに保存される毎に、
例えば１５分間のデータを分離して抽出する。
【００２０】
　行動種判定部２６はデータ抽出部２５によって抽出された行動状況データａｉ（１５分
間）の種別を抽出して行動パターングラフ化部２８と行動種比率算出部２７に知らせる。
【００２１】
　行動種比率算出部２７は、１５分を１００％とし、行動状況データａｉの種別がどの程
度の割合かを算出し、この算出結果を行動パターングラフ化部２８に送出する。
【００２２】
　行動パターングラフ化部２８は、縦軸にパーセント、横軸を時間（２４時間）としたメ
モリを備え、行動状況データａｉの種別の割合を時間軸とパーセント軸とに対応させて色
別表示する。
【００２３】
　次に、運動状況送信端末１について説明する。
【００２４】
　本実施の形態の運動状況送信端末１は、腕時計に似た形であり、腕巻きバンドによって
手首に装着される。また、内部には少なくとも運動センサとその動作回路を内蔵している
。運動センサは運動測定装置の固有の方向に対する少なくともそれぞれ１つの方向の加速
度および角速度を測定する。測定される加速度Ｇｘの方向は、着用者が立って腕を自然に
体側に下げたとき、体の上下方向（即ち鉛直方向。これをＸ軸とする）に相当する方向で
ある。また測定される角速度ω zの方向は、腕を体側面に平行に振るときの、身体の左右
軸（Ｚ軸）回りの手首の自然な回転方向に相当するものである。計測された加速度Ｇ xや
角速度ω zの出力は様々に加工され、運動の識別や消費エネルギの計算に用いられ、それ
らの最終情報は手首の装置で直ちに使用者が観測してもよく、演算以前あるいは途中のデ
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ータを固定されたコンピュータに無線転送（あるいは、例えば１日分のデータをまとめて
有線で転送）して、固定装置側の演算で最終情報の視覚化や記録をするようにしてもよい
。
【００２５】
　本発明の主要な特徴は身体側機器や外部機器の構成や機能分担にあるのではなく、加速
度Ｇ xや角速度ω zから必要な情報を得るためのアルゴリズムにある。以下その概略を述べ
、更に本実施の形態の動作を示すフローチャートにより詳細に説明する。
【００２６】
　なお、加速度Ｇ xや角速度ω zは測定値を１０～１００Ｈｚ（例えば２０または５０Ｈｚ
）でサンプリングしたデータを用いる。また加速度Ｇ x や角速度ω z の大きさを示す量と
して、サンプリングしたデータの所定個数の絶対値の和、あるいは２乗和を使用する。
【００２７】
（１）身体の行動の識別：加速度Ｇ xや角速度ω zのサンプリングデータにある程度の周期
性が見られれば歩行または走行であり、周期性が認められなければその他の運動であると
判断する。更に歩行と走行は加速度Ｇ xの差が顕著に見られることで区別できる。それら
の行動は、加速度Ｇ xまたは角速度ω zの大きさを示す量によって更に強度を何段階かに分
ける。また歩行か走行の場合はデータの周期性から歩数をカウントすることができる。
【００２８】
（２）短時間の消費エネルギ：従来の広範な研究により、２０～２９歳の男性を基準とし
て、種々の行動の形態毎に単位体重（ｋｇ）当たりの消費エネルギが「行動別係数」とし
て図６Ａ［表１］のように与えられている。（日本体育協会スポーツ科学委員会による。
）更に年齢や性別の異なる被験者（使用者）についてはその補正係数が図６Ａ［表１］の
ように与えられている。（第４次改定「日本人の栄養所要量」による。）これらにより消
費エネルギ（基礎代謝を含む）は、行っている行動の種類が決まれば消費エネルギが計算
できる。
【００２９】
（３）長時間の消費エネルギ：時間的に変化する短時間の消費エネルギを積分すればよい
。あるいは運動センサを常時ではなく間欠的に動作させ、動作中のデータより識別された
行動の種類および強度が、例えば数分～１０数分である間欠動作間隔期間中持続するもの
として計算した消費エネルギを積算してもよい。
【００３０】
　図２は本発明の運動測定装置の実施の形態の一例の測定動作のフローチャート、図３Ａ
，図３Ｂはそのうちのエネルギ計算を行う部分のフローチャートの動作を示す。図２にお
いて、ステップＳ１ではユーザの年齢、性別、体重、更に目的に応じて歩幅、送信時間（
時、分、使用期間）等のデータを予め入力する。
【００３１】
　ステップＳ２にて電源がＯＮになると運動センサと測定回路が動作を開始し、ステップ
Ｓ３において所定のタイミングでＧ x とω zを多数測定する。次に、ステップＳ４ではω z
 を例えば２０Ｈｚ  でサンプリングし、４Ｈｚ以下の周波数がないかを０．１Ｈｚおきに
精査する周波数分析（Ｓｈｏｒｔ　ｔｉｍｅ　ＤＦＴによる）を行う。このデータは２秒
毎に更新する。歩行の周波数は０．５～１．８Ｈｚ程度である。またステップＳ５では期
間中のＧ x データの平均値ａとピーク値ｂとの比を計算する。
【００３２】
　ステップＳ６では周期性の判定を行う。周期性が認められないか、ｂ／ａ＜７であると
きは周期性なしとして図３Ａ　の分岐Ａ点に移行し、非周期運動のエネルギ計算が行われ
る。周期性が明瞭でｂ／ａ≧７であるときはステップＳ７で歩行または走行を行っている
と識別され、ステップＳ８でω z のピーク周波数の２倍×２秒を２秒間の歩数としてカウ
ントする。（なお判断の境界に用いたｂ／ａ＝７の値は実験的に運ばれるもので、この場
合はデータに絶対値の和を用いた今回の場合にほぼ最適と判断した値である。次に、ステ
ップＳ９ではその歩数が（２秒遅れであるが）表示され（例えば最大２時間分）、またそ
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の変化（例えば１５分毎、あるいは１日毎の積算歩数値）が数日分記憶保存される（外部
コンピュータにデータを転送してもよい）。そして更に走行、歩行のエネルギ計算のフロ
ーの開始点Ｂに移行する。
【００３３】
　図３Ａにおいて、ステップＳ１１では歩行又は走行以外の行動であると判断し、ステッ
プＳ１２において、Ｇ x の例えば２０Ｈｚでサンプリングした２秒間のデータの２乗和（
または絶対値の和）を用い、次の数式で非周期的行動を分類し、図示のように行動係数を
決める。即ちＧ x ＜２ならばデスクワーク（座位）、２＜Ｇ x ＜６なら軽作業（立位での
家事等）、６＜Ｇ x ＜１６なら軽い運動（スポーツ）、１６＜Ｇ x なら激しい運動（スポ
ーツ）とみなす。それぞれ分類された運動に対して所定の行動係数を適用する。なお、こ
こで用いているＧ x やω z の大きさを表す数値は、本実施の形態において用いた測定回路
の出力電圧値であり、加速度や角速度またはそれらの絶対値（あるいは２乗和）との比例
的な関係はあるが、それらの力学的な単位を持つ値でないことを断っておく。
【００３４】
　次に、ステップＳ１３においては式（１）で消費エネルギを計算する。
【００３５】
 消費エネルギ [kcal]＝行動別係数 [kcal/kg/min]×体重 [kg]×時間［分］×補正係数
　そして、ステップＳ１４では消費エネルギ値の表示と保存が、必要ならば外部コンピュ
ータにデータ（計算前のデータでもよい）を無線転送して行われる。
【００３６】
消費エネルギ値は例えば１５分間毎の値、あるいは１日毎の値を表示するのが妥当であろ
う。データ処理が終了したならば終点Ｃから図２のステップＳ４のＣ点に戻り、次の運動
解析を行う。
【００３７】
　走行・歩行の場合はＢ点より、ステップＳ１５において更にその分類を行い、それぞれ
行動係数を決定する。即ちＧ x 、ω z の２乗和（または絶対値の和）を用いて、Ｇ x ＜８
かつω z ＜２．８なら歩行１、２、８＜ω z ＜５なら歩行２、５＜ω z ＜７．２なら歩行
３、７．２＜ω z なら歩行４．８＜Ｇ x ＜１６なら走行１、Ｇ x ＜１６なら走行２とする
。ステップ１６では行動係数を用いて既述の式により消費エネルギを計算する。Ｄ点を出
たフローは図３ＡのステップＳ１４に送られてデータの表示と保持を行う。
【００３８】
　以下、図４Ａ、図４Ｂ及び図５によって本発明の運動測定装置の実施の形態の具体的な
形態の一例を紹介しておく。図４Ａ、図４Ｂは運動測定装置の一例を示し、図４Ａは部分
平面図、図４ＢはそのＢ－Ｂ断面図である。運動測定装置３０はほぼ腕時計型をしており
、腕巻き要のバンド３６を備えて手首に装着できる。主要な部品として運動センサ３１、
表示装置３２、外部装置との通信回路モジュール３３、電源となる電池３４、操作スイッ
チ３５を示した、運動測定装置３０は装置が使用者の負担にならぬように薄型・小型でな
くてはならない。
【００３９】
　表示装置３２は見易さを重視すると腕時計の表示面に相当する最も広い表明に配置する
ことになる。運動センサ３１も同じ面に、従って表示装置３２と平行に配置する。表示装
置３２は液晶表示パネル等薄型のものが利用できるので、運動センサ３１も十分薄いパッ
ケージに納められていなければならない。
【００４０】
　薄型の運動センサ３１を表示装置３２と平行に配置する理由は次の通りである。最適な
運動検出方向は既に述べたように、加速度について身体の上下（鉛直）方向の直線運動即
ち図４Ａに示すＸ方向、回転角速度について身体の上下方向と前後方向の双方を含む平面
内の回転（同図のω z 方向）、即ち身体の左右方向を向きかつ水平な回転軸（図示Ｚ軸に
平行）回りの回転運動である。運動測定装置３０を腕時計のように、表示面が手首の甲側
または掌側になるように装着したとし（これが最も自然で望ましい）、上体を直立させ肘
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を自然に曲げ伸ばしするときその回転面は運動測定装置３０の表示面すなわち表示装置３
２と平行になるので、その最も広い面に平行な回転検出面を持つ薄型の角速度センサがあ
れば、それを内部に含む運動センサ３１を表示装置３２と平行に配置することが好ましい
。
【００４１】
　図５は本発明の実施の形態における運動センサの一例の内部構造を示す平面図である。
この運動センサの構造は上記のような形状、配置、検出方向に関する要求を全て満たすも
のである。４０は薄い箱型で気密（好ましくは真空）の容器で、内部構造を示すため蓋（
容器の天井部分）を取り除いてある。４１は容器の底部を貫通する多数のハーメチック端
部ピンである。各ピンは運動センサ振動体５０上の電極膜群の個々と例えばワイヤボンデ
ィングの手法で接続されるが、電極膜やボンディングワイヤは図示を省略してある。運動
センサ振動体５０は１枚の圧電性材料の平板から成形されており、加速度センサ部と角速
度センサ部が一体化されている。運動センサ振動体５０は総基部５１の裏面の固定部Ａ５
２（斜線部）と、小面積の固定部Ｂ６４（斜線部）の裏面とが容器４０側の台座（図示せ
ず）上に接着され支持されている。
【００４２】
　角速度センサ部はいわゆる三脚温又型の形状をした部分であり、各々Ｌ字型の外脚Ａ５
３、外脚Ｂ５５、中脚Ｃ５４、および音又基部５６、支点５７より成る。外脚Ａ５３と外
脚Ｂ５５とは通常の２脚音又と同様にそれぞれが片持ち梁的で対称軸（図示せず）に関し
て対称な振動を行うように、角速度測定回路に含まれる励振回路（発振回路）によって一
定振幅で励振させられている。中脚Ｃ５４は励振されないが、その撓みを検出するための
表面電極（図示せず）を持っている。固定部と異なるハッチングを付して示した５８Ａ、
５８Ｂ、５８Ｃはそれぞれ付加質量で、固有振動数を下げかつ互いに等しくするために脚
先端部に施した金属の厚メッキ層より成る（中脚Ｃ５４の固有振動数は両外脚の固有振動
数と適宜に差をつけることがある）。
【００４３】
　今運動センサ５０が図示の方向、即ち紙面に垂直なＺ軸に平行な回転軸の回りに角速度
ω zで回転すると、両外側の振動脚には角速度に比例するコリオリ力が作用する。その方
向は脚の長手方向であって、ある瞬間外脚Ａ５３に脚先端向きの力が作用すれば、外脚Ｂ
５５には脚の基部に向かう力が作用する。力の方向は脚の振動と同期して正弦的に変化し
周期的に反転する。２つの力は両外脚が平行に離れておりかつ付加質量の偏心方向も外脚
軸に対して逆であるため偶力を構成し、音叉基部５６を揺さぶり、支点５７の回りに微小
な回転振動を惹起する。
【００４４】
このコリオリ力によるモーメントに起因する音叉基部５６の振動を感知して中脚Ｃ５４は
コリオリ力に比例した振幅で振動する。中脚Ｃ５４に設けた検出電極で抽出された振動電
圧が角速度の検出信号である。
【００４５】
　運動センサ５０の加速度センサ部は１対の平行な振動する２本の棒Ａ、棒Ｂと付加質量
より成る。バネ部である棒Ａ６１、棒Ｂ６２、負荷質量６０（広い面積の素材板の一部の
質量とその表面に施した厚メッキ材の質量とよりなる）、２本の支持バネ６３（負荷質量
６０を支持しながら図示Ｘ方向の微小な変位を許すための部材）、固定部Ｂ６４（負荷質
量６０が特にＸ方向に大きく変位しないように支持固定するための部分）より成る。各々
両端固定である棒Ａ６１、棒Ｂ６２は運動センサ５０の対称軸に関して対称な弓形をなす
振動姿態で発振回路（例えば図１の角速度測定回路１４に含まれる）に励振させられる。
【００４６】
　その発振周波数は通常一定であるが、負荷質量６０に図示Ｘ方向の加速度Ｇｘが作用す
ると、その大きさに比例する力で負荷質量６０は棒Ａ６１、棒Ｂ６２をその長手方向に圧
縮あるいは引張ることにより、その力の方向と大きさにより発振周波数が増減し変化する
。そこで別途設けた基準周波数と上記発振周波数とを比較し、発振周波数の変化の方向と
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量を知ればＸ軸方向の加速度を求めることができる。基準周波数源を特に設けず、代わり
に角速度センサ要の振動体である外脚Ａ５３、Ｂ５５の発振周波数を利用し得る可能性も
ある。本運動センサの最大の利点は薄型であり、しかも腕時計型装置の最大の面（表示面
）に平行に配置して、重要なＧ x 、ω z が検出可能なことである。
【００４７】
　以下、本発明のアルゴリズムを用いた実験結果を示す図７～図１４を用いて、本発明の
考え方の妥当性と実用性を検証してみる。
【００４８】
　図７は被験者Ｐの周期性ありと判断された運動のＧ x とω z の絶対値の和の関連を表す
グラフ、図８は同じ被験者が行った非周期性であると判断された運動におけるＧ x とω z 
の絶対値の和の関連を表すグラフである。これから、走行と強い運動の強度はＧ x で、歩
行と他の運動の強度はω z で分類可能であることが窺われる。
【００４９】
　図９は５人の被験者Ｐ、Ｑ、Ｒ、Ｓ、Ｔにおける、歩行、走行の速度とω z の絶対値の
和との関連を表すグラフである。歩行の強度はω z とよく比例しており、ω z で歩行速度
（強度）が推定可能であることがわかる。一方、走行速度はω z では推定困難である。走
行時は肘を曲げることがその理由であると思われる。
【００５０】
　図１０は同じ被験者の歩行、走行の速度とＧ x の絶対値の和との関連を表すグラフであ
る。走行速度はＧ x により推定可能であることがわかる。
【００５１】
　図１１は被験者Ｐにほぼ指定した速度で歩行、走行をさせたときのＧ x 、ω z 絶対値の
和の分布を表すグラフである。同じ速度のデータはよくまとまっており、走行をＧ x の大
きさで、歩行をＧ x のレベルとω z の大きさで十分に分類できることが示されている。
【００５２】
　図１２は被験者Ｒについて採取した同様なデータのグラフであるが、この場合はω z が
小さめに固まっており、歩行速度の分離に成功していない。被験者Ｒの行動を観察したと
ころ、歩行時に掌を前方に向ける癖があって手首の装置のセンサの向きが変わり、正しい
ω z が測定されていないことがわかった。この対策は例えば運動測定装置を手首の回りで
少しずらして装着すれば補正することが可能である。他の方法もあるが後述する。一方Ｇ
x による走行速度の分類に支障は見られない。
【００５３】
　図１３は被験者Ｐの１日間の運動を１５分毎に識別した結果を示すグラフである。本発
明によって使用者の行動解析が可能となり、有用性が高いことを示すものである。
【００５４】
　図１４は被験者Ｐの１日間にわたる、１５分毎の消費エネルギの変動を示すグラフであ
る。これも使用者のエネルギ消費パターン、あるいは総消費エネルギを把握するために、
本発明が有用であることを示している。
【００５５】
　図１５は被験者Ｐの１日間にわたる歩数の変動を１５分毎に示したグラフである。本図
も使用者の行動パターンを知り、他のグラフやデータ等と併せて例えば診断や生活改善上
の資料とすることができる。
【００５６】
　本発明の実施の形態は、以上述べたものにとらわれないことはもちろんである。例えば
、加速度や角速度の検出の方向は、上記実施の形態では共に１軸（１方向）であり、これ
が運動測定装置が最も低コストで実現できる構成であるが、２軸あるいは３軸のＧまたは
ωセンサを組み込んでもよい。この場合は運動を解析するための情報が増えるメリットが
ある。また測定装置の姿勢や方向によらず、加速度や角速度の絶対的な最大値や最小値を
算出することが可能となる。これは図１１の被験者Ｒのように使用者の癖により検出した
い方向が装置上でずれても、例えば２方向の角速度成分から最大値（手首装置の場合、体
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側に沿った腕の回転で起こると思われる）を計算して求めることができる。
【００５７】
　また運動測定装置の運動センサ部を手首以外（上膊、胸、腰、脚など）に装着し、これ
らから得た計測値を単独で、または手首における計測値と関連させて、より高度な運動解
析を目指すこともできる。例えば脚部に角速度センサを装着することにより、自転車での
運動の解析が容易になると思われる。
【００５８】
　また、腕に装着する装置に全ての機能を持たせる構成の他に、腕に装着する部分は機能
をセンサ関連に極力限定して装置を小型軽量化して装着付加を軽減し、演算部以降はベル
ト等を付けた装置や携帯電話機（必要な機能を備えたもの）等に分割し、これらに解析結
果を表示したり、これらからデータをホストコンピュータに転送したりする構成もあり得
る。こうすることでペースメーカ使用者へのある程度の配慮も可能である。
【００５９】
　また既述の演算機能の他に、特殊な場合の検出機能を持たせて、使用者の安全に寄与す
ることができる。例えば加速度や角速度が所定時間ほとんど検出されない場合や通常考え
られない緩い頻度で動作する場合は、使用者が失神したかも知れないし、使用者が転んだ
場合は運動センサが一時的に異常な波形（例えば衝撃的な波形）の出力を生じるであろう
。また使用者が緊急の助けを求める場合、装置を激しく叩いたり振ったりなどして合図を
送ることがあり得る。その場合には運動検出装置が発音や無線で緊急信号を発信すること
が望ましい。発音の場合は機器に付属するスピーカを使用し、無線の場合は直接外部機器
に対して電波を発信するか、所持している携帯電話機等の無線機能を持った機器を経由し
て救難信号を発信することが考えられる。装置が加速度や角速度の異常値を検出した場合
救難信号発生機能は、例えば図２、３で示したような通常処理ルートに割り込み、優先処
理される。
【００６０】
　（動作説明）
　次に、図１６のシーケンス図を用いてシステムの動作を以下に説明する。本実施の形態
では上記説明の端末装置を用いてユーザが運動をしているとする。
【００６１】
　そして、定期送信時間になったとする（ｄ１）。定期送信時間になったときには、運動
状況送信端末１は健康管理データサーバ５のＵＲＬコードを送信してサイトにログインす
る（ｄ２）。
【００６２】
　次に、行動状況データＡｉを健康管理データサーバ５に送信すると共に、ユーザが携帯
電話２を用いて入力した本日の食事データを送信する（ｄ３，ｄ４）。
【００６３】
健康管理データサーバ５は、行動状況データＡｉと食事データとを受信し、これを一組に
してファイルに保存する（ｄ５）。
【００６４】
　また、介護センター６は、健康管理データサーバ５にアクセスして希望の各種データを
要求する（ｄ６）。
【００６５】
　健康管理データサーバ５は要求コマンド（例えば運動パターン別集計、行動パターン、
一日分の歩数、一月の歩数等）を解読する。また、データ抽出部２５は、受信した行動状
況データＡｉがデータベースに保存される毎に、例えば１５分間のデータを分離して、行
動種判定部２６が行動状況データａｉ（１５分間）が示す行動の判定結果を種別として抽
出する。そして、行動種比率算出部２７がこの行動状況データａｉの比率をパーセントで
求め、この結果を行動パターングラフ化部２８に送出する。
【００６６】
　行動パターングラフ化部２８は、縦軸にパーセント、横軸を時間（２４時間）としたメ
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モリを備え、行動状況データａｉの種別の割合を時間軸とパーセント軸とに対応させて色
別表示する。
【００６７】
　例えば、図１８に示すように、ユーザ名に対応する行動状況データａｉを読み込み、縦
軸にパーセントを横軸に時間を割り当てた座標系に行動種の状況を棒グラフで表示する。
【００６８】
　また、一ヶ月分の行動パターンの要求の場合は図１７に示すようにユーザ名の過去の蓄
積データを引き当て、これらを一定期間に分離して、円グラフでその間の行動を色別表示
する。
【００６９】
　また、一月分の歩数の要求のときは、行動状況データの内で、歩いていると判定するデ
ータのみを用いて図１９に示すように、縦軸に歩数、横軸に日付を割り当てた座標系にお
いて、それぞれの日毎の歩数を棒グラフで表示する。
【００７０】
　さらに、図２０に示すように、一日の歩数のときは、縦軸に歩数、横軸に時間を割り当
てた座標系において、それぞれの時間毎の歩数を棒グラフで表示する。
【００７１】
また、一日の行動パターンの要求のときは、図２１Ａに示すように、時間軸とパーセント
軸とからなる座標系に、行動種に応じ割合を棒グラフで表示する。例えば、激しいスポー
ツのときは赤、軽いスポーツでは朱色、早歩きのときは紺、ゆっくりと歩いているときは
水色などとして表示させる。また、図２１Ｂの（ｂ）は棒グラフの詳細であり、上側には
激しいスポーツ、軽いスポーツ、立ち作業等を示している。
【００７２】
　さらに、消費カロリーの要求のときは、行動状況データの中からカロリー値のみを抽出
して、これをカロリー軸と日付軸とからなる座標系に表示する（図２２参照）。
【００７３】
　また、目標値と個人の状況とをグラフで比較するようにしたり、或いは棒グラフと円グ
ラフの組合わせで画面を形成している。
【００７４】
　このようなデータを介護センターに送信する（ｄ７）。従って、介護センターでは画面
に表示されたグラフの状況（図１７～図２２）から一目でどのような行動をしているかを
把握できる。この把握結果に基づいて介護センターの担当者は、サーバの端末を操作して
適切なアドバイス（担当者コード、年月日付き、相手のユーザコード等）を健康管理デー
タサーバ５に送信する（ｄ８）。
【００７５】
　健康管理データベースサーバ５は、このアドバイスを保存管理すると共に、携帯電話２
に送信（メール）する（ｄ１１）。また、本実施の形態ではＣＡＴＶ網に接続されている
ので、健康管理データサーバはユーザのＴＶに対しても受信したアドバイス、注意等の情
報を送信することが可能である（ｄ１２）。
【００７６】
　また、医療センターともインターネットで接続されているので、医療センター（サーバ
）からの要求で上記説明の各種画面を医療センターに送信し、医療センターはユーザに対
して適切なアドバイスを健康管理データベースサーバ５を介して携帯電話２又はＴＶに送
信する（ｄ１０、ｄ１３、ｄ１４、ｄ１５、ｄ１６、ｄ１７）。
【００７７】
　なお、第１の実施の形態のシステムに設けられた携帯電話２に代わって、（１）ｉモー
ド仕様の携帯電話、（２）ＰＨＳでもよい。
【００７８】
（１）第１の実施の形態のシステムでは、運動状況送信端末１と無線アダプタ３付きの携
帯電話２とから端末装置１３を構成したが、携帯電話２は文字情報サービスの一つである
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ｉモード仕様が搭載された携帯電話でもよい。
【００７９】
　ｉモードは、携帯電話機による文字情報サービスであり、携帯電話網１５がプロバイダ
機能を提供し、ｉモード専用のサイトやインターネット上のサイトにアクセスでき、イン
ターネット・メール機能も提供する。
【００８０】
　この場合、運動状況送信端末１から行動状況データＡｉが無線アダプタ３付きのｉモー
ド仕様の携帯電話に送信され、さらに、ｉモード仕様の携帯電話から健康管理データサー
バ５に送信される。健康管理データサーバ５は、携帯電話２からＵＲＬコードで指定され
るｗｅｂサイトにログインがあった場合に、携帯電話２からの行動状況データＡｉを受信
すればよい。
【００８１】
（２）第１の実施の形態のシステムでは、運動状況送信端末１と無線アダプタ３付きの携
帯電話２とから端末装置１３を構成したが、携帯電話２に代わって、ＰＨＳ（ Personal H
andy-phone System）でもよい。
【００８２】
　ＰＨＳは、デジタル・コードレス電話をベースにした簡易型携帯電話システムであり、
携帯電話の無線周波数が 800MHz帯であるのに対して、ＰＨＳは 1.9GHz帯の無線周波数を使
う。弱い電波を使っているので一つの基地局のサービスエリアが携帯電話よりも狭いため
、高速で移動しながら通話をするには適さない。一方、ＰＨＳには、 30kbps程度の速度の
安定したデータ伝送ができる特徴がある。
【００８３】
 この場合、運動状況送信端末１から行動状況データＡｉが無線アダプタ３付きのＰＨＳ
に送信され、さらに、ＰＨＳから健康管理データサーバ５に送信される。
【００８４】
　健康管理データサーバ５は、ＰＨＳからＵＲＬコードで指定されるｗｅｂサイトにログ
インがあった場合に、ＰＨＳからの行動状況データＡｉを受信すればよい。
【００８５】
（第２の実施の形態）
　図２３は第２の実施の形態の運動状況送信端末を用いた行動状況提供システムの概略構
成図である。以下、第２の実施の形態に示す構成のうち第１の実施の形態において説明し
たものには同一の符号を付し、その説明を省略する。
【００８６】
　本実施の形態のシステムは、後述する運動状況送信端末８０と通信用アダプタ８１、ハ
ーソナルコンピュータ８３と、健康管理データサーバ５と介護センター６（サーバ）と、
医療センター７（サーバ）と、インターネット１７（ＡＤＳＬ）、ＣＡＴＶ網１６で接続
するシステムであり、運動状況送信端末８０を通信用アダプタ８１に装着したときにパー
ソナルコンピュータ８３から送信される行動状況データＡｉを健康管理データサーバ５が
蓄積し、過去の蓄積データＢｉ、類似の行動状況データＣｉ（年齢、地区、行動種類）等
との比較で現在の状況を一目で把握できる所定の表示形式の運動状況データを介護センタ
ー６のサーバ又は医療センター７のサーバに提供する。
【００８７】
　運動状況送信端末８０は、行動識別情報（加速度、角速度、周波数分析の結果データ、
運動の判定結果、歩数、消費エネルギー等）と歩数、歩幅、脈拍、心拍数等を記憶し、通
信用アダプタ８１に装着したときにパーソナルコンピュータ８３から送信される行動状況
データＡｉを健康管理データサーバ５に蓄積させる。なお、運動状況送信端末８０には運
動状況送信端末１と同様の運動センサや表示装置などが設けられているので、その説明を
省略する。
【００８８】
　通信用アダプタ８１は、運動状況送信端末８０が装着されたときに、商用電源ＡＣ１０
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０Ｖを整流平滑して定電流を運動状況送信端末８０の内部に設けられたバッテリに充電す
る。また、通信用アダプタ８１には、通信ケーブルが接続されており、パーソナルコンピ
ュータ８３に設けられたＣＯＭポート又はＵＳＢポートに接続して運動状況送信端末８０
から送信される行動状況データＡｉをユーザ端末８３に送信する。
【００８９】
　パーソナルコンピュータ８３は、演算および制御を行うＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＯＳ
ソフトウエアやブラウザソフトウエアが記憶されているハードディスクＨＤ、ＡＤＳＬモ
デム、モニタなどとともにＣＯＭポートやＵＳＢポートが設けられており、通信用アダプ
タ８１に装着された運動状況送信端末８０から行動状況データＡｉを受信して一旦ハード
ディスクＨＤに記憶した後に、この行動状況データＡｉをＡＤＳＬモデムを用いてインタ
ーネット１７を介して健康管理データサーバ５に送信する。
【００９０】
　次に、図２４を参照して、通信用アダプタ８１を用いて運動状況送信端末８０に充電す
る方法について説明する。
【００９１】
　まず、運動状況送信端末８０に設けられたＡＣケーブル８５を商用電源ＡＣ１００Ｖの
コンセントに差込む。次いで、運動状況送信端末８０に設けられたベルト８４のバックル
を外す。次いで、通信用アダプタ８１に設けられたスライダ８６を紙面上で右方向に引い
ておき、通信用アダプタ８１に運動状況送信端末８０を装着し、右方向引いておいたスラ
イダ８６を戻す。これにより、通信用アダプタ８１と運動状況送信端末８０にそれぞれ設
けられている接点が接続され、運動状況送信端末８０に設けられたインジケータが点灯し
て充電が開始されたことを報知する。
【００９２】
（動作説明）
　次に、図２５に示すシーケンス図、図２６に示す表面画面、図２７に示すフローチャー
トを参照して、システムの動作を以下に説明する。本実施の形態では上記説明の運動状況
送信端末８０を用いてユーザが運動をした後、例えば一日の終わりに運動状況送信端末８
０を腕から外し、通信用アダプタ８１上に乗せて装着したこととする（ｄ２１）。
【００９３】
　このとき、通信用アダプタ８１に接続されている通信ケーブルが、パーソナルコンピュ
ータ８３に設けられたＣＯＭポート又はＵＳＢポートに接続されていることとする。
【００９４】
　さらに、パーソナルコンピュータ８３では、行動状況データＡｉの転送処理を行うアプ
リケーションソフトウエアとブラウザソフトウエアが起動しており、図２６に示す表示画
面がモニタに表示されている。この結果、パーソナルコンピュータ８３は、ユーザの操作
を受け付け可能な待機状態になっている。
【００９５】
　ここで、ステップＳ５１で、ユーザがマウス８９を用いて表示画面上に設けられた「デ
ータ読込」ボタンをクリックした場合（ｄ２２）、パーソナルコンピュータ８３からデー
タ要求信号が通信ケーブル８７を介して運動状況送信端末８０に送信される（ｄ２３）。
【００９６】
　パーソナルコンピュータ８３からデータ要求信号を受信した運動状況送信端末８０は、
受信したデータ要求信号に応じて運動者データ、運動識別情報、歩数、カロリー、脈拍な
どを含む行動状況データＡｉをパーソナルコンピュータ８３に送信する（ｄ２４）。
【００９７】
　次いで、運動状況送信端末８０から行動状況データＡｉを受信したパーソナルコンピュ
ータ８３は、受信した行動状況データＡｉを一旦内部に設けられたハードディスク（図示
しない）に記憶する。すなわち、図２７において、ステップＳ５３では、受信した行動状
況データＡｉをハードディスク（図示しない）に保存する。さらに、ステップＳ５５では
、受信した行動状況データＡｉから消費カロリーを計算してハードディスク（図示しない
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）に保存する。なお、行動状況データＡｉとしては、ユーザ個人情報、歩数データ、運動
パターンデータが運動状況送信端末８０により収集されることとする。
【００９８】
　次いで、ステップＳ５７で、ユーザがマウス８９を用いて表示画面上に設けられた「デ
ータ転送」ボタンをクリックした場合、ステップＳ５９では、行動状況データＡｉと消費
カロリーを圧縮して圧縮ファイルを生成する。次いで、ステップＳ６１では、パーソナル
コンピュータ８３は送信先となる健康管理データサーバ５のＵＲＬコードを作成した後に
送信してサイトにログインする（ｄ２）。なお、ＵＲＬコードは各ユーザ毎の専用フォル
ダに対応している。
【００９９】
　次いで、ステップＳ６３では、パーソナルコンピュータ８３は、内部に設けられたハー
ドディスク（図示しない）から圧縮ファイルを読み出し、ＡＤＳＬモデムを用いて健康管
理データサーバ５に送信すると共に、ユーザがパーソナルコンピュータ８３を用いて入力
した本日の食事データを送信する（ｄ３，ｄ４）。
【０１００】
　健康管理データサーバ５は、パーソナルコンピュータ８３から圧縮ファイルを受信し、
これを一組にしてハードディスク（図示しない）に設けられたユーザ毎のフォルダに保存
する（ｄ５）。
【０１０１】
　また、介護センター６は、健康管理データサーバ５にアクセス（担当者コード、要求種
別コード、期間、地域名等）して希望の各種データを要求する（ｄ６）。
【０１０２】
　健康管理データサーバ５は、要求コマンド（例えば運動パターン別集計、行動パターン
、一日分の歩数、一月の歩数等）を解読する。また、データ抽出部２５は、受信した行動
状況データＡｉがデータベースに保存される毎に、例えば１５分間のデータを分離して、
行動種判定部２６が行動状況データＡｉ（１５分間）が示す行動の判定結果を種別として
抽出する。そして、行動種比率算出部２７がこの行動状況データＡｉの比率をパーセント
で求め、この結果を行動パターングラフ化部２８に送出する。
【０１０３】
　行動パターングラフ化部２８は、縦軸にパーセント、横軸に時間（２４時間）としたメ
モリを備え、行動状況データＡｉの種別の割合を時間軸とパーセント軸とに対応させて色
別表示する。
【０１０４】
　例えば、図１８に示すように、ユーザ名に対応する行動状況データＡｉを読み込み、縦
軸にパーセントを横軸に時間を割り当てた座標系に行動種の状況を棒グラフで表示する。
【０１０５】
　また、１ヶ月分の行動パターンの要求の場合は図１７に示すようにユーザ名の過去の蓄
積データを引き当て、これらを一定期間に分離して、円グラフでその間の行動を色別表示
する。
【０１０６】
　また、１ヶ月分の歩数の要求のときは、行動状況データの内で、歩いていると判定する
データのみを用いて図１９に示すように、縦軸に歩数、横軸に日付を割り当てた座標系に
おいて、それぞれの日毎の歩数を棒グラフで表示する。
【０１０７】
　さらに、図２０に示すように、一日の歩数のときは、縦軸に歩数、横軸に時間を割り当
てた座標系において、それぞれの時間毎の歩数を棒グラフで表示する。
【０１０８】
　また、一日の運動パターンの要求のときは、図２１Ａに示すように、時間軸とパーセン
ト軸とからなる座標系に、行動種に応じ割合を棒グラフで表示する。例えば、激しいスポ
ーツのときは赤、軽いスポーツでは朱色、早歩きのときは紺、ゆっくりと歩いているとき
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は水色などとして表示させる。また、図２１Ｂは棒グラフの詳細であり、上側には激しい
スポーツ、軽いスポーツ、立ち作業等を示している。
【０１０９】
　さらに、消費カロリーの要求のときは、行動状況データの中からカロリー値のみを抽出
して、これをカロリー軸と日付軸とからなる座標系に表示する（図２２参照）。
【０１１０】
　また、目標値と個人の状況とをグラフで比較するようにしたり、或いは棒グラフと円グ
ラフの組合わせで画面を形成している。
【０１１１】
　このようなデータを介護センターに送信する（Ｄ７）。従って、介護センターでは画面
の状況から一目でどのような行動をしているかを把握できるので、適切なアドバイスを健
康管理データサーバ５を介してパーソナルコンピュータ８３に送信する（ｄ８、ｄ８ａ）
。また、健康管理データサーバ５は、本実施の形態ではＣＡＴＶ網に接続されているので
、ユーザのＴＶ８に対してもアドバイス、注意等の情報を送信することが可能である（ｄ
８ｂ）。また、健康管理データサーバ５は、医療センターともインターネットで接続され
ているので、医療センターのサーバからの要求（医師コード、地域名、期間、データ種別
コード）で上記説明の各種画面を医療センターに送信し、医療センターはユーザに対して
適切なアドバイスを健康管理データサーバ５を介してパーソナルコンピュータ８３又はＴ
Ｖ８に送信する（ｄ１０、ｄ１１、ｄ１２、ｄ１３、ｄ１２ａ、ｄ１３ａ）。このとき、
健康管理データサーバ５は、アドバイス（診断結果）をユーザに送信する毎に、送信回数
をカウントし、このカウント回数に応じて医療ポイントを医療センターに送信する（ｄ１
４）。
【０１１２】
　なすわち、健康管理センターは医師がアドバイスした結果を医療行為としてカウントし
ている。
【０１１３】
（第３の実施の形態）
　第３の実施の形態は、第２の実施の形態と同様に、図２３に示す行動状況提供システム
に適用可能であり、特に、行動状況データＡｉに基づいて実行されるパーソナルコンピュ
ータ８３での処理に関する。図２８、図２９Ａ、Ｂに示すフローチャートを参照して、第
３の実施の形態に係る行動状況提供システムについて説明する。なお、図２８、図２９Ａ
、Ｂに示すフローチャートはアプリケーションソフトウエアのプログラムとしてパーソナ
ルコンピュータ８３に設けられたハードディスク（図示しない）上に記憶されている。
【０１１４】
　なお、パーソナルコンピュータ８３では、運動状況送信端末８０から受信した行動状況
データＡｉの表示処理を行うアプリケーションソフトウエアが起動され、図２６に示す表
示画面がモニタに表示されており、ユーザの操作を受け付け可能な待機状態になっている
こととする。また、パーソナルコンピュータ８３に設けられたハードディスク（図示しな
い）には、運動状況送信端末８０から受信した行動状況データＡｉが記憶されていること
とする。なお、行動状況データＡｉとしては、ユーザ個人情報、歩数データ、運動パター
ンデータが運動状況送信端末８０により収集されることとする。
【０１１５】
　まず、ステップＳ１００では、表示画面上に設けられた「時間間隔」エリアに設定され
ている時間間隔を読み取り、グラフ表示データ数を算出する。すなわち、グラフ表示の時
間間隔が今まで例えば３分に設定されていた場合、データ数は１日２４時間に対して３分
の時間間隔が４８０個あることになる。
【０１１６】
　次いで、ステップＳ１０５では、表示画面上に設けられた「凡例」エリアに対して「全
パターン」ボタンが選択されているか否かを判断する。ここで、「全パターン」ボタンが
選択されている場合にはステップＳ１１０に進む。一方、所望の「パターン」ボタンが選

10

20

30

40

50

(17) JP 3886997 B2 2007.2.28



択されている場合にはステップＳ２００に進む。
【０１１７】
（所望のパターンの選択）
　所望の「パターン」ボタンが選択されている場合、ステップＳ２００では、表示画面上
に設けられた「時間間隔」エリアに設定されているグラフに関する時間間隔を読み取り、
１５分に設定されている場合にはステップＳ２０５に進み、３分に設定されている場合に
はステップＳ２２０に進む。
【０１１８】
　まず、グラフに関する時間間隔が１５分に設定されている場合、ステップＳ２０５では
、１５分間の各運動パターンのカウント値の合計値Ｋｉを算出する。
【０１１９】
　次いで、ステップＳ２１０では、１５分間の全運動パターンのカウント値の合計値Ｓを
算出する。
【０１２０】
　次いで、ステップＳ２１５では、当該運動パターンの割合Ｐｉを算出する。
【０１２１】
　Ｐｉ＝（Ｋｉ／Ｓ）＊１００　　　・・・（２）
　一方、グラフに関する時間間隔が３分に設定されている場合、ステップＳ２２０では、
該当運動パターンの割合Ｐｉを算出する。なお、該当運動パターンの割合Ｐｉは、３分間
の各運動パターンのカウント値の合計値Ｋｉ、３分間の全運動パターンのカウント値の合
計値Ｓに基づいて、上述した式（１）により求めることとする。
【０１２２】
　次いで、ステップＳ２２５では、配列に保存する。
【０１２３】
　次いで、ステップＳ２３０では、「凡例」の順番に長方形を描画し、表示画面上にグラ
フ表示を行う。すなわち、Ｘ軸は時刻に対し、Ｙ軸はいままでの運動パターン割合Ｐｉの
合計値Ｓｐｉ、表示する運動パターンを含む割合Ｐｉの合計値Ｓｐｉとなる。
【０１２４】
　全運動パターンに関する処理ループが終了した場合にはステップＳ２３５に進み、縦・
横スケールと目盛り線を描画する。この結果、図２６に示すような１日の運動パターンが
表示画面上に表示される。
【０１２５】
　（全パターンの選択）
　「全パターン」ボタンが選択されている場合、ステップＳ１１０では、全運動パターン
に関する処理ループが終了したか否かを判断する。すなわち、図２６に示すように「凡例
」エリアの運動パターンとして、激しいスポーツ、軽いスポーツ、日常の動き、わずかな
動き、散歩、平常歩、遠歩、急歩、ジョギング弱、ジョギング強などにそれぞれ異なる処
理番号（＃１～＃１０）を順番に付与しておき、処理番号（＃１）に関して後述するステ
ップＳ１１５～Ｓ１４５の処理が終了した場合に、次の処理番号（＃２）でも同様の処理
を行い、順次、処理番号（＃１０）までの処理が終了した場合にはステップＳ２５０に分
岐し、処理番号（＃１０）までの処理が終了していない場合にはステップＳ１１５に分岐
する。
【０１２６】
　次いで、ステップＳ１１５では、表示画面上に設けられた「時間間隔」エリアに設定さ
れているグラフに関する時間間隔を読み取り、１５分に設定されている場合にはステップ
Ｓ１２０に進み、３分に設定されている場合にはステップＳ１３５に進む。
【０１２７】
　まず、グラフに関する時間間隔が１５分に設定されている場合、ステップＳ１２０では
、１５分間の各運動パターンのカウント値の合計値Ｋｉを算出する。
【０１２８】
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　次いで、ステップＳ１２５では、１５分間の全運動パターンのカウント値の合計値Ｓを
算出する。
【０１２９】
　次いで、ステップＳ１３０では、当該運動パターンの割合Ｐｉを算出する。
【０１３０】
　Ｐｉ＝（Ｋｉ／Ｓ）＊１００　　・・・（３）
　一方、グラフに関する時間間隔が３分に設定されている場合、ステップＳ１３５では、
該当運動パターンの割合Ｐｉを算出する。なお、該当運動パターンの割合Ｐｉは、３分間
の各運動パターンのカウント値の合計値Ｋｉ、３分間の全運動パターンのカウント値の合
計値Ｓに基づいて、上述した式（１）により求めることとする。
【０１３１】
　次いで、ステップＳ１４０では、配列に保存する。すなわち、今までの運動パターン割
合Ｐｉの合計値Ｓｐｉ、該当運動パターンの割合Ｐｉとを加算した値（Ｓｐｉ＋Ｐｉ）を
配列に保存する。
【０１３２】
　次いで、ステップＳ１４５では、今までの運動パターン割合Ｐｉの合計値Ｓｐｉを配列
の値とする。
【０１３３】
　次いで、ステップＳ１１０に戻り、全運動パターンに関する処理ループが終了した場合
には、ステップＳ２５０に進む。
【０１３４】
　ステップＳ２５０では、全運動パターンに関する処理ループが終了したか否かを判断す
る。全運動パターンに関する処理ループが終了しておらず、処理を継続する場合にはステ
ップＳ２５５に進む。一方、全運動パターンに関する処理ループが終了した場合にはステ
ップＳ２６０に進む。
【０１３５】
　まず、ステップＳ２５５では、「凡例」の順番に長方形を描画し、表示画面上にグラフ
表示を行う。すなわち、Ｘ軸は時刻に対し、Ｙ軸はいままでの運動パターン割合Ｐｉの合
計値Ｓｐｉ、表示する運動パターンを含む割合Ｐｉの合計値Ｓｐｉとなる。
【０１３６】
　全運動パターンに関する処理ループが終了した場合にはステップＳ２６０に進み、縦・
横スケールと目盛り線を描画する。この結果、図２６に示すような１日の運動パターンが
表示画面上に表示される。
【０１３７】
　ここで、実施の形態３の医療センター７でのユーザへのアドバイスについて説明する。
一般に医師がファックス、メール等によって健康に係わる情報をアドバイスしたとしても
、それは医療行為に繋がらない。
【０１３８】
　そこで、健康管理データサーバ５は、図３０に示すように、医療センターのサーバから
アドバイス情報（ユーザコード、アドバイス情報、医師コード）を受信したときは、これ
を診断ファイルに保存する。前述のアドバイス情報は、例えば図１７～図２３、図２６の
グラフを見て医師が判断した診断結果、或いは注意等であり、メールで送信される。
【０１３９】
　そして、このアドレス情報を保存し、このファイル番号にユーザコード、医師コードと
を対応させて保存（Ｆａ）する。
【０１４０】
　次に、健康管理サーバ５は、ユーザ名とアドバイス情報と医師名と医師名と医師の電話
番号等を一組（Ｆａ）にしてユーザの端末（パソコン、又は携帯電話）へ送信する。
【０１４１】
　このとき、カウンタ処理１００が、送信回数をカウントし、ユーザコードに対応させら
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れて予め保存されている保険書の番号を読込み、この保健証番号にユーザコード、アドバ
イス年月日、カウント値（診断回数）等を対応させて保存（Ｆａ）する。
【０１４２】
　次に、換算処理１０１が、定期的（例えば一月毎）に保存されているデータＦｃを検索
し、同一の医師コードを有する所定期間（８月であれば、７月２０から８月２０日迄の間
）のデータＦｃの診断回数を集計し、この集計値を医療ポイント数にして、医師に知らせ
ると共に、ユーザに金額換算して知らせ、銀行口座から医療センターに引き落とさせる。
【０１４３】
　従って、端末１から送信されたグラフに基づいて医師がアドバイスした結果が医療ポイ
ントとなる。
【図面の簡単な説明】
【０１４４】
【図１】第１の実施の形態における行動状況提供システムの概略構成図である。
【図２】第１の実施の形態における運動状況送信端末の動作を説明するフローチャートの
要部である。
【図３】第１の実施の形態における運動状況送信端末の動作を説明するフローチャートの
要部であり、図３Ａは要部（その１）を示し、図３Ｂは要部（その２）を示す。
【図４】第１の実施の形態における身体測定装置の一例を示し、図４Ａは部分平面図、図
４ＢはそのＡ－Ａ断面図である。
【図５】第１の実施の形態における運動センサの内部構造を示す平面図である。
【図６】消費エネルギの計算に用いる諸数値の表を示し、図６Ａは行動別係数、図６Ｂは
年齢、性別による補正係数を示す。
【図７】被験者Ｐの周期性運動のＧ x とω z の関連を表すグラフである。
【図８】被験者Ｐの非周期性の行動のＧ x とω z の関連を表すグラフである。
【図９】歩行、走行とω z との関連を表すグラフである。
【図１０】歩行、走行とＧ x との関連を表すグラフである。
【図１１】被験者Ｐの歩行、走行のＧ x とω z の関連を表すグラフである。
【図１２】被験者Ｒの歩行、走行のＧ x とω z の関連を表すグラフである。
【図１３】被験者Ｐの１５分毎の運動を識別した結果を示すグラフである。
【図１４】被験者Ｐの１５分毎の消費エネルギの変動を示すグラフである。
【図１５】被験者Ｐの１５分毎の歩数の変動を示すグラフである。
【図１６】第１の実施の形態のシステムの動作を説明するシーケンス図である。
【図１７】第１実施の形態のサーバ側の処理画面を説明する説明図である。
【図１８】第１の実施の形態のサーバ側の処理画面を説明する説明図である。
【図１９】第１の実施の形態のサーバ側の処理画面を説明する説明図である。
【図２０】第１の実施の形態のサーバ側の処理画面を説明する説明図である。
【図２１】第１の実施の形態のサーバ側の処理画面を説明する説明図であり、図２１Ａは
１日分の運動パターンを示す処理画面であり、図２１Ｂはその運動パターンを構成する棒
グラフの詳細を示す説明図である。
【図２２】第１の実施の形態のサーバ側の処理画面を説明する説明図である。
【図２３】第２の実施の形態における行動状況提供システムの概略構成図である。
【図２４】運動状況送信端末８０を通信用アダプタ８１上に乗せて装着しようとする様子
を示す図である。
【図２５】第２の実施の形態のシステムの動作を説明するシーケンス図である。
【図２６】第２の実施の形態のパーソナルコンピュータの処理画面を説明する説明図であ
る。
【図２７】第２の実施の形態におけるパーソナルコンピュータの動作を説明するフローチ
ャートの要部である。
【図２８】第３の実施の形態におけるパーソナルコンピュータの動作を説明するフローチ
ャートの要部（その１）である。
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【図２９】第３の実施の形態におけるパーソナルコンピュータの動作を説明するフローチ
ャートの要部であり、図２９Ａは要部（その２）を示し、図２９Ｂは要部（その３）（ｂ
）を示す。
【図３０】アドバイス情報の診断回数をカウントして課金することを説明する説明図であ
る。
【符号の説明】
【０１４５】
 １　運動状況送信端末
 ３　無線アダプタ
 ２　携帯電話
 ５　健康管理データサーバ
 ６　介護センター
 １５　データ抽出部
 １６　行動種抽出部
 １７　行動種比率算出部
 １８　行動パターングラフ化部
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【 図 ５ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】
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【 図 ３ ０ 】
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